
2005年3月29日  ＯＡＰ(大阪アメニティパーク)事業に関する書類送検について

三菱マテリアル株式会社

本日、三菱マテリアル株式会社及び三菱地所株式会社並びに両社役職員などが宅地建物取引業法違

反の疑いで書類送検されたことを、厳粛に受け止めております。

また、ＯＡＰレジデンスタワーの皆様を始め、取引先、株主各位などご関係の皆様にご心配とご迷

惑をお掛けしておりますことを心より深くお詫び申し上げます。

現在、他事業者とともに、住民の皆様との協議に全力を挙げて取り組んでおります。先般開催され

たＯＡＰレジデンスタワー臨時総会では、調査・対策に関する提案が可決され、問題の解決に向け

て前進することができたと感じております。今後も対話を継続し、一日でも早く住民の皆様にご安

心いただけるよう、住民の皆様と事業者双方にとって望ましい解決に向けて最大限の努力をしてま

いります。

具体的には、住民の皆様にご了解いただいた環境調査をすみやかに開始し、その調査結果に基づき

適切な対策を行いたいと考えております。事業者と致しましては、適切な環境対策を実施すると共

に金銭的解決についても誠実に対応し、住民の皆様のご理解を得たいと考えております。

また、お客様の視点に立った業務遂行をこれまで以上に徹底させ、信頼回復に向けて、全力を挙げ

て取り組んでまいります。

以上


